
  

 

 
 

お取引先 各位 

「常時微動観測機器」導入のお知らせ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２０１４年 12 月 

 

Ｎo．98 

C I A T E C 
INFORMATION 

安心と満足をデザインする 
総合建設コンサルタント 

株式会社 シアテック 
ＩＳＯ９００１認証： ＭＳＡ－ＱＳ－７０６ 
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｉａｔｅｃ．ｃｏ．ｊｐ 

担当：本社営業部 

ＴＥＬ：０８９７－３７－５９２１ 

ＦＡＸ：０８９７－３２－５９７９ 

E-mail：ｃｔｌ＠ｃｉａｔｅｃ．ｃｏ．ｊｐ 

今後、弊社では、常時微動観測機器による取り組みをさらに進め、各種施設のより信頼性の高い地

震波形の作成に活用してまいります。 

お客様の多種多様なご要望に対しましては、的確な提案と対応に心がけてまいりますので、よろしくお

願いいたします。                                                  以上 

皆様におかれましては、ますますご発展のこととお喜び申しあげます。 

日頃は格別のご愛顧を賜り、ありがたく厚く御礼申しあげます。 

弊社では、これまで地震応答解析により耐震点検や耐震設計に取り組んでまいりました。今回は、

その一環として「常時微動観測機器」を導入いたしましたので、ご紹介させていただきます。 

常時微動測定から得られる結果は、耐震検討を行う地点特有の地震波の設定に利用します。 

現在、主に港湾施設の耐震設計検討、建築の免震設計などで利用されています。 

 

常時微動とは、地盤が地震時以外にも交通や工場の稼働、波浪、風に揺れる木々などを振動源とし

て、人が感じないほどの小ささで常に揺れている現象のことです。常時微動観測によって得られる水平

方向と上下方向の揺れの比を計算して得られるピーク周期は、地盤の固有周期（揺れやすさの特徴）と

関連があるとされています。堆積層によって地震波が増幅される度合いは、場所によって異なる特性を

示します。そこで、現地で常時微動観測を行い、その結果から、対象地点の近傍で判明しているサイト

増幅特性を補正し、地震波を設定します。 

つまり、現地で常時微動観測を行うことで、施設の適正な設計、解析ができるようになります。 

常時微動観測の測定データを利用した港湾施設の解析事例については、弊社ホームページの「銅通

信 Vol.14 地震波形の作成（港湾）と常時微動観測のご紹介」をご覧ください。（概要は裏面参照） 

McSEIS-MT NEO(応用地質株式会社)

3成分一体型　サーボ型加速度計内臓

分解能 ： 1μG

感度 ： 2.0V/G

周波数帯　 ： 0.1～200Hz

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ時間　 ：　2・4・10・20・50msec

観測機器 仕様

 

機器の設置状況 

常時微動観測の概要と特徴 

現地の計測時間は、1～3 時間ほどです。非常に小さな振動を測定するため、ノイズの少ない夜

間に観測を行うことが多くなります。測定は、3 成分（南北方向、東西方向、上下方向）を計測

します。観測機器は 50cm ほどの箱型ですので、広い場所は不要です。 



サイト特性

岩盤観測点 港湾観測点表面波の生成・伝播

実体波の増幅

伝播経路特性

震源特性

地震基盤

Vs≧3000m/s

深層基盤

Vs≧300m/s

表層地盤
地表面

工学的基盤面

堆積層

  補 足 

  

 

 地盤や構造物は、それぞれ“固有

周期”という揺れやすさの特徴をも

っています。固有周期に近い地震波

を受けると、共振現象により地盤や

構造物が大きく揺れ、被害が大きく

なります。 

もし、実際とは異なる固有周期成

分を多く含む地震波形で地震時の

地盤や構造物の挙動を計算した場

合、ときに被害過小評価してしまう

ことがあります。 

サイト増幅特性は、堆積層におけ

る地震波の増幅特性を周期（もしく

は周波数）で表したものです。地震

時の地盤・構造物の挙動をより良く解析により把握するためには、サイト増幅特性には対象とす

る地点の固有周期を反映させておく必要があります。常時微動観測結果から得られるピーク周期

は、堆積層の固有周期と関連があるとされているので、これを利用してサイト増幅特性の補正を

行っています。 

  

 

 

港湾の施設の技術上の基準・同解説に示される地震波形の作成方法をご紹介します。 

常時微動観測結果に基づいて補正されたサイト増幅特性の他に、断層モデルのデータ、中小地

震記録を主な入力として、計算を行い、地震波形を作成します。計算には、独立行政法人 港湾

空港技術研究所から公開されているプログラムを使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象地点

断層面

アスペリティ

破壊開始点

断層モデル 

サイト増幅特性 

中小地震記録 

計算プロクラム

想定地震波形 

1. なぜ常時微動観測を行うのか？ 

2. サイト増幅特性を使ってできること（地震波形の作成） 

入力データ 

プレート 

プレート 

フーリエスペクトル


